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岩手県沿岸部におけるミサゴの育雛期の食性

森 航大 1,2・榊原貴之 1*,2・野口将之 2・吉井千晶 2,3・東 淳樹 2,4

1．岩手大学大学院総合科学研究科．〒 020-8550 岩手県盛岡市上田 3-18-8
2．魚鷹研究チーム．〒 020-8550 岩手県盛岡市上田 3-18-8

3．建設技術研究所．〒 330-0071 埼玉県さいたま市浦和区上木崎 1-14-6
4．岩手大学農学部．〒 020-8550 岩手県盛岡市上田 3-18-8

* 現所属 北海道大学大学院農学院．〒 060-8589 北海道札幌市北区北 9 条西 9 丁目

摘要　岩手県沿岸部におけるミサゴの給餌の実態を明らかにするため，2018 年
の育雛期に巣内観察カメラを設置し，その映像解析を行なった．魚種の同定，お
およその全長の測定，魚類の既存文献値をもとに湿重量の推定をした．2 巣にカ
メラを設置した結果，両つがいともにダツ目の搬入回数が最多で，サバ科やアジ
科，コイ科，ボラ科なども多く搬入された．推定湿重量ではサバ科とボラ科の値
がそれぞれのつがいで最大となり，雛の成長に重要な餌資源であることが示唆さ
れた．これらの魚類は表層や浅瀬，流れが緩やかな環境に生息しているものが多
く，表層を泳ぐ魚類を捕獲する本種の狩り行動の特性とも対応していた．ミサゴ
が搬入した魚類は特に海水魚で季節性が見られた一方，淡水域から沿岸域にかけ
て生息するウグイ属やフナ属のようなコイ科は育雛期間を通してミサゴの餌資源
となっていた．また，両つがいで育雛後期にかけて給餌 1 回あたりの推定湿重量
が有意に大きくなっていた．搬入された魚類の生息環境の特性から，湾内や河口
部が主要な狩場であると推察される．災害復旧工事に伴う本種の採食環境の悪化
が懸念される現在，推察された狩場への配慮が求められる．
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ミサゴ Pandion haliaetus はタカ目ミサゴ科に分類され，北半球から南半球にかけて広域に
分布をしている魚食性猛禽類である．本種は世界で 4 亜種が認められており ，日本国内には
基亜種の P.h. haliaetus が分布している (Monti et al. 2015)．国内においては沿岸部が従来の
生息地であったが，近年内陸部のダム湖や河川において生息確認数の増加が顕著となってい
る（国土交通省 2017）．本種は水域生態系における上位捕食者であり，環境省レッドデータブッ
ク（環境省 2018）では準絶滅危惧（NT），いわてレッドデータブック（岩手県環境生活部自
然保護課 2014）では「絶滅の危機が増大している種」とされる B ランクに選定されている．

調査地とした岩手県宮古市は，東日本大震災や台風に伴う河川の氾濫によって甚大な被害
を受けた地域である．護岸や防潮堤の整備などの災害復興活動により食物となる魚類の生息
環境の改変や，営巣地近くでの宅地造成など人間活動の増加が脅威となっており，本種は岩
手県沿岸部においては減少傾向であると指摘されているため（岩手県環境生活部自然保護課 

2014），生息環境の保全が必要である．沿岸部におけるミサゴの保全を図るうえで，食物の
把握は重要な基礎的知見となる．給餌された魚種の同定とその生息環境の特性，魚種ごとの
餌としての利用頻度を明らかにすることにより，本種にとってどのような狩場が重要である
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のか推察することも期待できる .

香川県沿岸部ではミサゴの摂食後の残渣から魚種を同定した報告（馬場 2005）があり，
本種は，ボラ Mugil cephalus，スズキ Lateolabrax japonicus，タイ科 Sparidae，ウマヅラハ
ギ Thamnaconus modestus，フナ属 Carassius を捕食していることが明らかになっている．一
方，近年本種の生息確認数の増加が著しい内陸部のダム湖では，巣内観察カメラを設置する
ことにより，オオクチバス Micropterus salmoides やゲンゴロウブナ Carassius cuvieri など外
来魚を給餌していることが明らかにされている（Sakakibara et al. 2020）．国内において本
種の食物を調査した既報としては上記のものや，その他バードウォッチャーの観察記録など
断片的な記録に留まる．

そこで本研究では育雛期の給餌内容を調べることにより，沿岸部における本種の採食環境
を評価することを目的として，岩手県沿岸部で繁殖する本種の営巣木 2 巣に巣内観察カメラ
を設置し，巣内育雛期間中の給餌内容を定量的かつ詳細に記録することを試みた．

調査地および調査方法
太平洋に面する岩手県宮古市を調査地に設定した．本種が越冬地から当地に渡来する 3 月

中旬より営巣地の特定を行ない，宮
古湾（以下，湾）内に位置する 2 つ
の繁殖巣を調査対象とした（図 1）．
2 巣は直線距離で約 1.5km 離れた対
岸に位置し，湾の西側に営巣してい
たつがいを A ペア，湾の東側に営巣
していたつがいを B ペアとした .

本種は営巣地として樹冠や岩の上
をよく利用することが知られ（森岡
ほか 1995），調査対象とした 2 つが
いもアカマツ Pinus densiflora の樹冠
を営巣場所として使用していた．

１．調査方法

小型 CMOS カメラ SPK-F190HBUX（22 × 76.5mm f3.7mm / F2.0（3Mega IR） 1/3 イ
ンチ Panasonic CMOS）を鋼鉄パイプ製カメラステーに固定して巣から 1m ないしは 2m

程度離して営巣木の樹冠に設置した．さらに，営巣木から A ペアは 120m 離れた民家の裏庭，
B ペアは 170m 離れた県道脇に録画機器収納ボックスを設置し，カメラから録画機器収納ボッ
クスまでは有線で接続した．録画の解像度は 720 × 480 ピクセル，フレームレートは 7fps（秒
間 7 コマ）に設定した．カメラ機材の設置は，産卵を確認し孵化前後であると推測した 5 月
下旬にツリークライミングにより実施した．抱卵期以前に繁殖活動を中断するつがいや継続
して同じ巣を使用しないつがいもいることから，データを確実に得るため巣への執着がより
強くなると考えられる抱卵期に行なった．実施にあたっては，カメラ設置による営巣放棄や
雛の死亡を避けるため，天候の安定した気温が低くない日を選び，定点観察により親鳥の動
向を監視し親鳥が離巣したタイミングで作業を開始した．カメラの組み立てなどを事前に済
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図 1． 調査地域 （営巣地は種保護の観点から伏せる）．
Fig. 1.  Study area (For conservation reasons, the nest sites are 

not shown).
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ませ，巣上ではカメラ設置のみの最小限の作業を実施した．作業終了後は，親鳥が帰巣し
抱卵の再開確認後に撤収した．録画は本種の育雛期であった 2018 年 5 月下旬から 8 月上旬
にかけて行ない，日の出から日の入りまで撮影できるようにタイマーを設定した．A ペア
営巣地では民家から電源を拝借し，B ペア営巣地ではディープサイクルバッテリー 3 個を
電源として録画機器収納ボックス内に格納し，1 週間に 1 度交換した .

本研究では，雛が巣外へ飛び立つ行動を確認した日を巣立ち日とした．A ペアでは孵化
してから巣立つまで 56 日間のうち 54 日分，B ペアでは，録画機材の不調のため，第 1 雛
孵化後 44 日齢，第 2 雛孵化後 43 日齢までの 44 日分の，データを解析に使用した

２．解析方法

・魚種の同定と全長の測定

魚種の識別には図鑑「小学館の図鑑Ｚ 日本魚類館」（中坊 2018）をもちい，搬入された
魚類の特徴から可能な限り科レベルまでの分類群の同定を行なった .

魚類の全長は Sakakibara et al. (2020) と同様に，ミサゴの第 1 趾から第 3 趾までの長さ
（約 17cm）を基準に測定し，数値は 10cm の幅（例えば 20-30）を持たせて記載した．なお，
頭部など体の一部分が欠損している個体については，欠損前の状態を想定して全長を算出
していることから，餌の総推定湿重量は過大評価となっている．同定可能だった全搬入魚
類のうち A ペアでは 8% の 15 例，B ペアでは 9% の 21 例が魚体の一部が欠損していた．

・湿重量の推定

魚類の湿重量はオンラインのデータベースである FishBase ver. 12/2019（https://

www.fishbase.in/search.php）から魚種ごとのアロメトリー式を引用し，10cm 単位幅ご
との中央値（20-30cm であれば 25cm の値）をもちいて推定した（Web 資料 1）．なお，
ダツ目はガーフィッシュ Belone belone，コイ科ウグイ属はウグイ Tribolodon hakonensis，コ
イ科フナ属はゲンゴロウブナ，コイ科コイ属はコイ Cyprinus carpio，ボラ科はボラ，ニシ
ン科ニシン属はニシン Clupea pallasii pallasii，ニシン科マイワシ属はマイワシ Sardinops 
sagax，カワハギ科はウマヅラハギ，カレイ目はイシガレイ Kareius bicoloratus，サバ科はマ
サバ Scomber japonicus，アジ科はマアジ Trachurus japonicus，アジ科シマアジ属はシマア
ジ Pseudocaranx dentex，アジ科ブリ属はカンパチ Seriola dumerili，タイ科はマダイ Pagrus 
major，イスズミ科はイスズミ Kyphosus vaigiensis，ウミタナゴ科はウミタナゴ Ditrema 
temminckii temminckii，イシダイ科はイシダイ Oplegnathus fasciatus，メバル科はメバル
Sebastes inermis，スズキ科はスズキのデータをそれぞれ引用した．

結　果
１．繁殖経過

Aペアは 2 卵産卵したうちの 1 卵が 6 月 18 日に孵化し，56 日齢を迎えた 8 月 12 日に巣立っ
た．B ペアは 3 卵のうち 2 卵が孵化（第 1 雛 5 月 29 日，第 2 雛 5 月 30 日孵化）し，それ
ぞれ 45 日齢，44 日齢を迎える 7 月 12 日まで 2 羽ともに順調に育っていたが，録画機材の
不良により 7 月 13 日以降の記録は取得できなかった .

http://www.bird-research.jp/appendix/br16/16a02.html
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２．搬入魚種

映像解析の結果，A ペアは 221 個体，B ペアは 283 個体の魚類の搬入を確認し，うち A

ペアでは 193 個体，B ペアでは 228 個体の魚類を同定した． 2 巣で確認できた分類群は，
ダツ目，ダツ目トビウオ科，コイ科，コイ科ウグイ属，コイ科フナ属，コイ科コイ，ボラ科，
サバ科，アジ科，アジ科シマアジ属，アジ科ブリ属，ニシン科，ニシン科ニシン属，ニシン
科マイワシ属，カレイ目，タイ科，カワハギ科，メバル科，イシダイ科，イスズミ科，スズ
キ科，ウミタナゴ科であった（表 1）．属あるいは科までは同定できなかった魚類について
は科名あるいは目名の行にまとめて表記した．

A ペアは，ダツ目の搬入割合が最も大きく（44 回），次いでコイ科（39 回），ボラ科（37 回），
サバ科（26 回），アジ科（20 回）となった．海水魚であるダツ目やサバ科，アジ科の他にも，
汽水域から海水域にかけて生息するボラ科や，淡水域から汽水域にかけて生息するコイ科と
いった魚類も多く搬入された（図 2）．

B ペアは，ダツ目の搬入回数割合が最も大きく（68 回），次いで，サバ科（56 回），アジ
科（29 回），コイ科（20 回），タイ科（13 回）となった（図 3）．

なお，搬入魚類を「海水魚」と「汽水魚・淡水魚（コイ科、ボラ科）」の 2 群に分け，搬
入回数をペア間で比較したところ，B ペアの方が海水魚を有意に多く利用していた（図 4，
χ2

1=46.96，P<0.01）．

表 1. 搬入魚類の分類階級
Table 1. category of fish delivered to the nests.

A pair B pair Total

ダツ目  Beloniformes 43 63 106

   トビウオ科  Exocoetidae 1 5 6

コイ目  Cypriniformes

コイ科  Cyprinidae 8 6 14

ウグイ属  Tribolodon 10 6 16

フナ属  Carassius 21 6 27

コイ属  Cyprinus コイ Cyprinus carpio 0 2 2

ボラ目  Mugiliformes

ボラ科  Mugilidae 37 5 42

ニシン目  Clupeiformes

ニシン科  Clupeidae

ニシン属  Clupea 9 7 16

マイワシ属  Sardinops 5 5 10

フグ目  Tetraodontiformes

カワハギ科  Monacanthidae 2 7 9

カレイ目  Pleuronectiformes 3 2 5

スズキ目  Perciformes

サバ科  Scombridae 26 56 82

アジ科  Carangidae 16 26 42

シマアジ属  Pseudocaranx 3 2 5

ブリ属  Seriola 1 1 2

タイ科  Sparidae 3 13 16

イスズミ科  Kyphosidae 1 7 8

ウミタナゴ科  Embiotocidae 0 5 5

イシダイ科  Oplegnathidae 1 3 4

メバル科  Sebastidae 2 0 2

スズキ科  Lateolabracidae 1 1 2

Feeding counts
分類群・種　　Taxonomic groups and species
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３．推定湿重量

湿 重 量 の 割 合 で は，A ペ ア は ボ ラ 科 が 最 も 大 き く
（91,839g；57%），次いでコイ科（20,362g；13%），アジ
科（14,424g；9%），サバ科（13,722g；8%），ダツ目（3,469g；
2%）となった．ボラ科の湿重量割合が半分以上を占めて
おり，重要な食物であったことがわかる．一方搬入回数の
最も多かったダツ目は，湿重量が小さいために割合では下
位となった（図 2）．A ペアの搬入 1 回あたりの平均湿重
量は 831g となった .

B ペアはサバ科の割合が最も大きく（26,802g，34%），
次いでアジ科（10,002g，13%），コイ科（9,884g，12%），
タイ科（9,596g；12%），イスズミ科（9,508g，12%）となった．
A ペア同様に，湿重量の小さいダツ目の割合が搬入回数割
合に比べて小さくなった（図 3）． B ペアの搬入 1 回あたりの平均湿重量は 347g となった

４．餌の搬入回数と魚類の推定湿重量の育雛ステージによる変化

対象ペアの育雛ステージを前期（1-20 日齢），中期（21-40 日齢），後期（41 日齢以降）
で 3 分割し，各つがいで搬入回数の多かった魚類上位 5 種の育雛ステージによる 1 日ごと
の搬入回数を Mann-whitney の U 検定によりステージ間で比較した．

A ペアのダツ目では前期は中期および後期よりも有意に多く，中期と後期では有意差は
なかったことから，中期以降に搬入回数が低下したと言える．ボラ科は前期より中期が有
意に多かったが，それ以外の期間では有意差がなかった。サバ科は後期が前期および中期
より有意に少なかったことから，後期以降搬入回数が低下したと言える．コイ科とアジ科
はいずれの組み合わせでも有意差はなかった（図 5, Web 資料 2）．

B ペアのサバ科では，前期や中期よりも後期が有意に多く，前期と中期では有意差がな
かったことから，後期以降に搬入回数が増加したと言える．アジ科は前期よりも中期が有
意に多く，前期と後期，中期と後期では有意差がなかった。ダツ目，コイ科，タイ科はい
ずれの組み合わせでも有意差はなかった（図 6, Web 資料 2）．
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図 2． A ペア巣内に搬入された魚類の目 ・ 科別の割

合 （個体数と推定総湿重量）．
Fig. 2.  Proportion of fish orders or families delivered 

to nest A. left: counts and right: estimated weight.

図 3． B ペア巣内に搬入された魚類の目 ・ 科別の割

合 （個体数と推定総湿重量）．
Fig. 3.  Proportion of fish orders or families delivered 

to nest B. left: counts and right: estimated weight.
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1 日の搬入回数は，A ペアでは前期と中期では前期が，前期と後期では前期，中期と後
期では中期が有意に多かったことから，前期から後期にかけて搬入回数が有意に減少して
いった．B ペアでは前期と中期，前期と後期，中期と後期それぞれの搬入回数に有意差は認
められなかった（図 7, Web 資料 3）．

また，搬入魚類の推定湿重量については，A ペアでは前期と中期では中期が，前期と後
期では後期が有意に大きく，中期と後期では有意差は認められなかったことから中期以降に
重量の大きい魚類を搬入していたと言える．B ペアは前期と後期では後期が，中期と後期で
は後期が有意に大きく，前期と中期では有意差は認められなかったことから，後期に重量の
大きい魚類を搬入していたと言える（図 8, Web 資料 3）．
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図 5． A ペアの搬入上

位 5 種の各育雛ス

テージの１日の平均

餌搬入回数． 平均と

標準誤差を示す．
Fig. 5. The average 

number of fishes 
delivered to the nest. 
The top five fishes 
per day are shown 
for each breeding 
stages of pair A. 
Mean± standard 
error are shown.

図 6． B ペアの搬入上位

5 種の各育雛ステージ

の１日の平均餌搬入回

数． 平均と標準誤差を

示す．
Fig. 6. The average 

number of fish 
delivered to the nest. 
The top five fish per 
day are shown for each 
brooding stages of pair 
B. Mean ± standard 
error are shown.
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図 7． 各育雛ステージの１日の餌搬入回数． 平均と

標準誤差を示す．
Fig. 7. Total number of fish deliveries per day for 

each pair during subsequent breeding stages. 
Mean± standard error are shown.

図 8． 各育雛ステージの搬入魚類 1 個体あたりの推

定湿重量． 平均と標準誤差を示す．
Fig. 8. Estimated weight of fish per delivery for each 

pair during subsequent breeding stages. Mean± 
standard error are shown.
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考　察
A ペアはボラ科やサバ科などの重量の大きい魚類を多く利用していた一方で，B ペアは

ダツ目などの重量の小さい海水魚を多く利用していた．このことから，両つがいの主要な
狩場は異なっていたと考えられる．

以下，両つがいで特に搬入回数の多かったダツ目，サバ科，コイ科，アジ科，ボラ科に
ついてその理由を考察する．ダツ目は浅い海に生息するものが多く，表層に群れを成して生
活する．繁殖期である初夏には，産卵のため沿岸の藻場に集まり産卵を行う（中坊 2018）．
また，スコットランド沿岸部や，日本と同じく島嶼であるスペイン領カナリア諸島において
はダツ目がミサゴの主要な食物として報告されており（Marquiss et al. 2007, Siverio et al. 

2011），沿岸部に生息する本種にとって採餌しやすい魚類であると考えられる．サバ科は沿
岸から外洋にかけての表層・中層に生息し，群れをつくって行動し，春から夏にかけて日
本沿岸部を北上し，秋から冬にかけて南下し越冬する．ミサゴの育雛期に沿岸を北上するサ
バ科は，その習性から餌として利用された可能性が考えられる．コイ科のフナ属は水の流れ
の緩やかな淡水域に生息し，ウグイ属は河川においては淵を好んで生息場所としている（川
那部・水野 1989）．以上の習性から，これらのコイ科魚類は，流れが緩やかで水深の浅い場
所を狩場として多く利用する（辻ほか 2005）ミサゴにとって，採食対象種であったことが
考えられる．アジ科は春に北上し秋に南下する沖合の中層・底層を群れで遊泳する回遊型
と，浅海の岩礁付近に定着し，季節的な回遊をしない居つき型とに分かれる（中坊 2018）が，
居つき型の方がその習性から採食がしやすいと考えられる．ボラ科は川の中・下流，汽水域，

表 2．搬入魚類の生息環境（中坊 2018，川那部・水野 1989をもとに作成）．

Table 2. Habitat  of fish delivered by Ospreys （Nakabo 2018, Kawanabe & Mizuno 1989）

Species Habitat 

ダツ目
Beloniformes

浅い海に生息するものが多く，表層に群れを成して生活する．繁殖期である初夏には，産卵のため沿岸
の藻場に集まり産卵を行う．

サバ科
Scombridae

外洋の表中層に生息し，春から夏にかけて日本沿岸部を北上し，秋から冬にかけて南下し越冬する．

コイ科
Cyprinidae

フナ属は水の流れの緩やかな淡水域に生息し，ウグイ属は河川中流から内湾にかけて生息する．

アジ科
Carangidae

春に北上し秋に南下する沖合の中層・底層を群れで遊泳する回遊型と，浅海の岩礁付近に定着し，季節
的な回遊をしない居つき型とに分かれる．

ボラ科
Mugilidae

川の中・下流，汽水域，沿岸域に生息する．よく表層を泳ぐ習性を持ち，成魚は群れで生活する．夏は湾
内や淡水域を主な生息地としている．

ニシン科
Clupeidae

沿岸表層を群泳し，汽水や淡水に入るものもいる．

タイ科
Sparidae

マダイPagrus majorなどは湾外で越冬し，春になると湾内や浅海に回遊する．一方クロダイ属
Acanthopagrusのように河川の汽水域や内湾，沿岸の岩礁域に生息するものもいる．

カワハギ科
Monacanthidae

成長に伴い水深の浅い岩礁や海底に定着する．

イスズミ科
Kyphosidae

沿岸の岩礁域に生息．

カレイ目
Pleuronectiformes

内湾から大陸棚にかけて砂泥底に生息．

ウミタナゴ科
Embiotocidae

沿岸の岩礁域を中心に生息．

イシダイ科
Oplegnathidae

岩礁域に生息．

メバル科
Sebastidae

浅海の底近くや岩礁域に生息する．

スズキ科
Lateolabracidae

沿岸に生息するが，夏季は索餌のために河川淡水域に入ることも多い．
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沿岸域に生息し，よく表層を泳ぐ習性を持ち，成魚は群れで生活する．ミサゴの育雛期であ
る夏は湾内や河口などの淡水域を主な生息地としている（中坊 2018）ことから，ミサゴにとっ
て採食のしやすい魚類であったと考えられる．なお，ボラ科の魚類は，ニシン科とともに世
界の大部分でミサゴの主要な食物になっていると考えられている（Poole 2019）

以上のことから，沿岸部においてミサゴは海水域の表層や浅瀬もしくは流れの緩やかな
河口，内湾に生息している魚類を主に捕獲しており，底生や岩礁などに生息している魚類の
利用頻度は少ないと考えられる（表 2）．また，宮古湾内で実施された地曳網による魚類相
調査（水産総合研究センター東北区水産研究所・広島大学生物生産学部 2011）では，マコ
ガレイ Pseudopleuronectes yokohamae，ヒラメ Paralichthys olivaceus，ウミタナゴ，ウマヅラ
ハギ，サヨリ Hyporhamphus sajori，ニシンなど本研究でミサゴが搬入した魚類の生息が捕
獲されており，本研究での搬入魚種の同定精度の検証ができた．また，底生や岩礁を住処と
する魚類の生息が確認されているにもかかわらず，ミサゴの利用頻度が低いことから，これ
らの魚類はミサゴにとって捕獲が難しい魚類であると考えられる．

A ペアでは育雛期間を通してコイ科やアジ科の搬入回数に有意差はなかったが，育雛中
期以降ボラの搬入回数が増え，ダツ目やサバ科などの回遊魚の搬入回数が減少した．B ペア
ではダツ目，コイ科，タイ科の搬入回数は育雛期間を通して有意差はなかったものの，サバ
科は育雛後期以降に増え，アジ科は育雛中期に搬入回数が多くなった．以上のことからミサ
ゴが餌として利用する魚類はつがいによって特に海水魚で季節性が見られた一方，淡水域か
ら沿岸域にかけて生息するウグイ属やフナ属のようなコイ科は育雛期間を通してミサゴの餌
資源となっていたことが分かった．これは気象条件や海況，餌資源となる回遊魚などの季節
変動の影響が考えられる．A ペアでは育雛後期になるにつれて 1 日の餌搬入回数が減少し，
中期以降に給餌 1 回あたりの推定湿重量が有意に大きくなっている．B ペアでは育雛期を通
して餌の搬入回数に有意差はないものの，育雛後期以降に給餌 1 回あたりの推定湿重量が
有意に大きくなっていた．これには前述したミサゴの餌資源の季節性のほか，雛が成長に伴
い餌を頻繁に食べる必要がなくなったことに加え，雛が自力で餌を食べられるようになるこ
とから少ない頻度で大きい餌を搬入した方が給餌コストの面でより効率的と考えられる．A

ペアでは搬入回数の低下に伴い，給餌 1 回あたりの推定湿重量が大きくなっていたが，B ペ
アでは搬入回数に変化はないまま給餌 1 回あたりの推定湿重量が育雛後期により大きくなっ
ていた．これには，A ペアのヒナ数が 1 羽なのに対して B ペアが 2 羽と，養育雛数が多かっ
たことも関係していると推察される．

以上の結果より，本研究で調査対象としたミサゴの２つがいは育雛期間を通して外洋か
ら淡水域にかけて広域に狩りを行なっていたと推測される．その中でも内湾や河口部は両つ
がいで育雛期間を通して搬入回数の多かったコイ科や A ペアで搬入回数の多かったボラ科
の生息環境であるだけでなく，季節によってはダツ目やサバ科などの回遊魚が大群で遊泳し
ていることからミサゴの採餌に適していると考えられる．内湾は地形的に波浪の影響を受け
にくいため（河村・仲岡 2016），沿岸部に生息する本種にとって安定した狩場であるといえ
る．また，沿岸部における本種の狩場として河口部が良好な狩場として機能しており（辻ほ
か 2005），上記 2 つの環境が調査対象の 2 つがいの行動圏内に存在する宮古湾，ひいては南
北に湾地形であるリアス海岸が連なる岩手県沿岸部は本種にとって，潜在的に良好な狩場と
なっていると推測される．
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搬入される餌の魚種や重量，搬入回数は，親鳥による給餌戦略のほか，魚類の季節移動
や気象条件による影響を受けることが考えられるため，沿岸部に生息するミサゴにとって
は利用できる餌の多様度が重要であると考えられる．そのため，海水魚から淡水魚まで多
様な魚種を利用しやすい環境という点で，宮古湾や周辺河川の河口部は重要であると推察
される．

岩手県沿岸部においてはその餌資源の多様さから，ミサゴの保全のために多様な水域環
境の保全が重要であると考えられるが，特に内湾や河川河口部は治水や復旧事業などの開
発圧が強く配慮が必要である．今後，沿岸の他地域や内陸部などの餌資源と比較することで，
国内におけるミサゴの給餌戦略や利用魚種の季節変化について正確に把握でき，ミサゴの
生息地としての岩手県沿岸部の重要性を示すことができるであろう．
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To clarify the feeding habits of Osprey Pandion haliaetus in coastal areas of Iwate 
Prefecture, we set a camera in two nests during the breeding season of 2018 and analyzed 
the prey items recorded. We identified fishes to family or order levels, measured their total 
length, and estimated their weights based on values reported in the literature. In the two 
nests, Beloniformes was the most frequently observed order, and Scombridae, Cyprinidae, 
Carangidae, and Mugilidae were also delivered frequently to the chicks. The families of 
fishes that had the highest estimated weights were Scombridae and Mugilidae, suggesting 
that they are important food resources for chick growth. Many of these fishes live at the sea 
surface, in shallow water, or in mild currents, which corresponded to the known hunting 
behavior of Osprey, which hunt fish swimming near the water surface. The Osprey in this 
study fed on seasonally available saltwater fish, with the exception of Carp families. Of 
Carp, Tribolodon and Carassius, which inhabit the freshwater and marine coastal areas, 
respectively, were major prey items delivered to osprey nestlings. The estimated weight 
per feeding was significantly larger in both pairs during the late rearing period. Based 
on the habitat characteristics of the fish that Ospreys delivered to the nest, the bays and 
estuaries were the main fishing areas. At present, there is a concern about the deterioration 
of the fishing habitat for Ospreys, due to the reconstruction project after the major Tohoku 
Earthquake in 2011.

Key words: feeding habits, fish, nesting camera, Pandion haliaetus, preying area
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